充填工法（エポキシ樹脂モルタル使用）施工手順
補修範囲の確認　　　　　◇欠損部の状況を確認し、補修範囲を決定する。
　　　↓　　　　　　　　　・確認は目視による。
　　　　　　　　　　　　　・欠損部周辺の脆弱部分は、ハンマー等で軽い打撃を与えて
　　　　　　　　　　　　　　除去する。
下　地　処　理　　　　　◇下地部分は、ワイヤーブラシ等でケレンし、清掃を行う。
　　　↓　　　　　　　　　・汚れ、ほこり、油等の除去を行う。
防　錆　処　理　　　　　◇鉄筋等が露出している場合は錆を除去し、防錆塗料を塗布す
　　　↓　　　　　　　　　る。
　　　　　　　　　　　　　・部分的に露出している鉄筋及びアンカー金物は、健全部が
　　　　　　　　　　　　　　露出するまでコンクリートを斫り、ワイヤーブラシ等でケ
　　　　　　　　　　　　　　レンを行い錆を除去し、防錆材等を塗布して防錆処理を行
　　　　　　　　　　　　　　う。
プライマー塗布　　　　　◇プライマーを製造所の仕様により、均一になるまで混練りし、
　　　↓　　　　　　　　　被着面にむらなく塗布する。
　　　　　　　　　　　　　・主剤と硬化剤を正確に計量する。
計　量・混練り　　　 　 ◇エポキシ樹脂モルタルを製造所の仕様により、均一になるま
　　　↓　　　　　　　　　で混練りする。
　　　　　　　　　　　　　・主剤と硬化剤を正確に計量する。
充　填・仕　上　　　　　◇エポキシ樹脂モルタルを充填し、表面を金ごてで加圧しなが
　　　↓　　　　　　　　　ら平滑に仕上げる。
　　　　　　　　　　　　　・欠損が大きい場合はアンカーにステンレス鋼線を配線して
　　　　　　　　　　　　　　から充填する。
養　　　　　生　　　　　◇仕上げ後、適切な養生を行う。
　　　↓　　　　　　　　　・夏期では15時間以上、冬期では24時間以上適切な養生を
　　　　　　　　　　　　　　行う。
清　　　　　掃　　　　　◇補修部以外に付着した材料は、適切な方法で除去し清掃する。
充填工法（エポキシ樹脂モルタル使用）使用材料
　 

	材種
	材質その他
	材料名
	製造所・販売元名
	備考

	プライマー
	1液型水性防錆ﾌﾟﾗｲﾏｰ（ﾀｯｸｺｰﾄ）
	500ART
	ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞ工業（株）
	0.5kg/瓶×2

	
	ｴﾎﾟｷｼ樹脂一般部適用
	ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞ500P
	ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞ工業（株）
	1.5kg/ｾｯﾄ

	
	ｴﾎﾟｷｼ樹脂天井・庇鼻
等要ﾀｯｸ部位適用
	ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞ576
	ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞ工業（株）
	6kg/ｾｯﾄ

	充填材
	軽量ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ
軽量ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ
軽量ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ
	ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞBE2
ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞBE12
ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞBE13
	ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞ工業（株）
ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞ工業（株）
ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞ工業（株）
	6kg/ｾｯﾄ
6kg/ｾｯﾄ
24kg/ｾｯﾄ


